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飯田小学校４年生 巣箱作り＆設置 ～消防士さんからのお話～ 

12月1日(木)に飯田小学校～夢の

本物に出会う～と題しまして、消

防士の田中瑶
たなか よう

さん（飯田小学校卒

業生）をお招きして、消防士の仕事や消防署の

設備、訓練の様子などを教えていただきまし

た。 

 日田玖珠広域消防組合では飯田出身の消防士

は田中さんだけとのことです。これをきっかけ

に消防士を目指す児童がいるかもしれません

ね。 

 11月21日(月)に飯田小

学校4年生の授業時間を使って、巣箱作りを

行いました。 

 児童たちは木材を切ったり、釘を打ったり

といった作業に苦戦しながらも、それぞれが

立派な巣箱を完成させました。 

 また午後からは長者原園地内の林に巣箱を

取付に行き、鳥が入りやすい条件の木に巣箱

を設置しました。 

飯田高原お宝探検隊運営委員会より 夢の本物に出会う 
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こんにちは 
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佐世保市にある 高田力蔵画伯 の「絵画」を鑑賞しました !! 
 
 １１月１４日（月）～１５日（火）の２日間、飯田地区
まちづくり協議会は視察研修で姉妹都市の佐世保市を
訪問しました。 

１日目は、佐世保市と姉妹都市締結（平成３年）の折、
九重町から佐世保市に贈られた高田力蔵画伯（九重町名
誉町民）の絵画『飯田高原と万年山』を鑑賞しました。 

  折りしも島瀬美術センターでは、「平山郁夫展」が開催
されていましたが、特別のお計らいで、収蔵庫にある絵画
を鑑賞することができました。（収蔵庫の中で「絵画」を鑑賞）⇒ 
    

２日目は、相浦地区自治協議会の取り組みを研修！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

研修のあと相浦地区自治協議会の皆さんと 
 

 
研修２日目は、佐世保市相浦地区の自治協議

会（会長：山口久雄氏）を視察しました。 
 同協議会は、「自分たちの手によるまちづく
り」を基本理念として、さまざまな事業に取り
組んでいます。 
 ここ２～３年は、コロナ禍でなかなか事業が
実施できてないとのことでしたが、地域にある
長崎県立大学の「やるばいプロジェクト 2020」
事業の一環で「見つけに行こう、あいのうらの
宝を」をテーマとし「ないものねだりでなく、
あるもの探し」の魅力発信・共有を目的とした
写真集製作等のお話を聞くことができました。 
 

 

～ 旧暦のある暮らし ～ 
 

 柚子と柚子湯  
 

冬至といえば柚子湯。体を温めて風邪知らず
に。この習慣は、冬至と湯治の語呂合わせから
とも言われますが、かつては一年のはじまりだ
った冬至に、柚子の香りや薬効で体を清める禊
の意味があったといいます。 
 初夏に白い花を咲かせ、秋に黄色い実がなる
柚子。冬の鍋や焼き魚によく合います。また、
柚子胡椒は、ひと味きいた調味料として何かと
活躍してくれます。 
 
 小晦日（こつごもり）  
                 おおつごもり 

 １２月３０日は小晦日、３１日は大晦日とい
う呼び方がありますが、つごもりとは、月が隠
れる、月籠もりのこと。月齢で数える太陰暦で
は毎月末日は新月のころで、つごもりにあたり
ます。 
 

 
「冬至」〔新暦では、１２月２１日～１月４日頃〕 
 
冬至とは、一年でもっとも昼が短く、夜が長
いころのこと。これから日が伸びていくので、古代

には冬至が一年のはじまりでした。 
 

初候）乃
なつ

東
かれくさ

生
しょう

ず〔新暦 12 月 21 日～25 日頃〕 

うつぼぐさの芽が出てくるころ。年の瀬も押し

迫り忙しい時期ですが、たまには休息も。 
 

次候）麋
しかの

角
つの

解
おつ

つる〔新暦 12 月 26 日～30 日頃〕 

 大鹿の角が抜け落ちて、生え変わるころ。ト

ナカイの仲間で、大鹿の角のことを糜角といいます。 
 

末候）雪下
せ っ か

麦
むぎ

を出
い

だす〔新暦 12 月 31 日～1 月４日頃〕 

 降り積もる雪の下で、麦が芽を出すころ。 
地中や、冬木立の枝先で植物は芽吹く力を育みます。 

 
 

 １２月４日（日）～１０日（土）は、人権週間 です。 
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